（参考様式）確認書に添付する書面


割当を受ける者の属性についての書面

　　年　　月　　日

会　社　名　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　
代 表 者の
役職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　



当社が、　　　　年　　月　　日に適時開示を実施する第三者割当に関し、割当先の属性は下記のとおりとなります。

記

（割当先が法人の場合）
	名称
	

	所在地
	

	代表者の役職・
氏名
	

	大株主及び
持株比率
	

	役員構成
（役職・氏名）
	

	
	上場会社との関係
	

	

	資本関係
	

	

	人的関係
	

	

	取引関係
	

	

	関連当事者への
該当状況
	

	備考
	



	＜記載上の注意＞
１．株主名については、割当先の主要株主について記載すること。
２．役員構成は、割当先の取締役、会計参与（会計参与が法人であるときはその職務を行うべき社員を含む。）、監査役、執行役（理事及び監事その他これらに準ずるものを含む。）について記載すること。



（割当先が個人の場合）
	氏名
（ふりがな含む。）
	

	住所
	

	性別
	

	生年月日
	

	上場会社と当該個人の関係
	

	備考
	



	＜記載上の注意＞
１．「住所」欄の記載にあたっては、市区町村までの記載で差し支えないものとする。
２．上場会社又は上場会社の役員との関係について、「上場会社と当該個人の関係」欄に記載すること。
３．主要な役職（例：○○株式会社代表取締役社長等）について、「備考」欄に記載すること。



（割当先がファンドの場合）
	名称
	

	設立根拠等
	

	組成目的
	

	組成日
	

	業務執行組合員
	

	出資者
	

	出資比率
	

	投資対象
	

	備考
	



	＜記載上の注意＞
１．「ファンド」とは、匿名組合、特定目的会社、任意組合、投資事業有限責任組合及びこれらに類似する外国法に準拠するファンド等を含むものとする。以下同じ。
２．出資者については、原則として１０％以上出資している者を記載すること。なお、払込日までに出資者の異動があった場合には、確認書及び本書面を再提出すること。
３．出資者が法人である場合は、その住所及び代表者を含めて記載すること。また、出資者が個人である場合は、住所を含めて記載すること（市区町村までの記載で差し支えないものとする。)。ただし、当該法人が東証の既上場会社又は取引参加者の場合には、備考欄にその旨を記載するのみで差し支えないものとする。
４．ファンドの出資者として、さらにファンドが存在する場合には、当該ファンドについても、その概況を同様に記載すること。
５．外国法に準拠するファンドは、日本国内における常任代理人（その住所及び代表者を含む。）についても記載すること。





以　上


